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加西病院レディース検診助成を拡充 問合先／国保医療課 ☎42-8721
fax42-1792 kokuho@city.kasai.lg.jp

　婦人系疾患の早期発見と、加西病院の利用促進を目的に、加西病院で人間ドックを受けた場合の自己負担がお得にな
るよう助成します。40 歳以上の加西市国保と後期高齢者医療加入者の方を対象に、加西病院で実施しているレディー
ス検診（子宮頸がん＋乳がんのセット検診）費用の助成基準を４月から拡充し、レディース検診がより受けやすくなり
ます。
●加西病院レディース検診助成の拡充内容
　従来は、同じ年度に人間ドック助成を受けた場合は助
成対象外でしたが、令和２年度からは、人間ドック助成
の有無に関わらず、２年に１回、レディース検診費用の
７割を助成し、2,800 円の自己負担で受診できます。

●対象者／ 40 歳以上の加西市国保または後期高齢者医
療に加入している女性を対象に、2 年に 1 回助成します。

（国保税滞納世帯や保険料を滞納している方は対象外）

●申込方法／市立加西病院に電話で検診を予約いただ
き、国保医療課の窓口で助成券を発行します。

第 2 期加西市地域創生戦略を策定 問合先／人口増政策課 ☎42-8700
fax43-1800 jinko@city.kasai.lg.jp

　平成 27 年度に人口増対策と地域活性化のため、「加
西市地域創生戦略」を策定し対策を進めてきましたが、
この度、今後６年間の「第２期加西市地域創生戦略」を
策定しました。
　新たな戦略では、古くから交通の要衝の地として栄え、
多くの人たちとつながってきた加西市の歴史文化への誇
りや愛着を育むとともに、多様な人材の活用による協創
のまちづくりを進め、地域に潜在する資源を磨き魅力と
して引き出し、新たな技術も活用してピンチをチャンス
として活力を生み出していきます。

　社会減解消と自然減の縮小に向け、子育て世代の人口
流入を図ることを基本に、将来にわたって市民が希望を
持って心豊かに暮らすことができる持続可能な都市 ( サ
スティナブル・シティ ) の実現を目指します。戦略の推
進にあたって、人口増を図り地域の魅力を高める 4 つ
の基本目標を定め、複数の施策のパッケージ ( 各分野の
施策群 ) をアクションプランとして 95 の施策により展
開していきます。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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今後の活躍を期待して 問合先／秘書課☎42-8701
fax43-0291 hisho@city.kasai.lg.jp

　「加西市さわやか市民賞」は芸術、スポーツ等の分野において輝かしい活動をし、市のイメージアップに寄与した個
人や団体の功績をたたえるものです。今回１団体と 4 名の方に「加西市さわやか市民賞」をお贈りしました。また、
加西市を代表して全国大会等に出場する選手に対して、大会等での活躍を祈願して 2 名の方に賞賜金を贈呈しました。

　「第 92 回兵庫県
小・中・高校絵画
展」において、県
内 200 校 以 上 の
小学校からの出品
された中から特選

（学年優秀作品賞）
に選ばれました。

　兵庫県美育作家
協 会 主 催 の「 第
92回兵庫県小・中・
高校絵画展」にお
いて中学校 2 学年
学年優秀作品賞を
受賞されました。

北川和南さん

　「第 79 回全国教育美術展」において全国学校賞「教
育美術振興会名誉会長賞」を受賞されました。

加西市立善防中学校（さわやか市民賞）

蔦川　真優さん（さわやか市民賞・賞賜金）
　「第 14 回兵庫県短水路選手権水泳競技大会」の 200
ｍ背泳ぎで全国大会の参加標準記録を突破、 「第 42 回
兵庫県 JOC ジュニアオリンピックカップ春季水泳競技
大会」で優勝し、全国大会の出場権を獲得されました。

古角　穣さん（賞賜金）
　「第 27 回 JSBA 全日本スノーボードテクニカル選手
権西日本大会」一般女子に出場し、23 人中７位の成績
を収められ、全国大会に出場されました。

小野寺　まはなさん（さわやか市民賞）
　名古屋市熱田
文化小劇場で開
催された「第 10
回バスティンピ
アノコンクール
全国大会」におい
て入賞されまし
た。 岡田希音さん

左から善防中学校（難波利克教諭）、蔦川真優さん、古角穣さん

小野寺まはなさん

　平成 31 年より加西市の消防団について、課題や地域との関わり方
などを検討していただいていた「消防団あり方検討委員会」が、最終
報告書を市長に提出されました。近年の社会情勢や少子高齢化に伴
い、訓練等に係る活動内容、広報や啓発面での活躍を期待できる女性、
OB 団員の活躍機会、災害時の活動等の取り組むべき課題についての
協議結果が盛り込まれています。市長は「消防団は重要な組織であり、
提言内容には誠実に取り組んでいきます」と話され、今後市政に反映
させていきます。

消防団あり方検討委員会からの報告 問合先／危機管理課 ☎42-8751
fax43-1800 bosai@city.kasai.lg.jp

岡田　希音さん（さわやか市民賞） 北川　和南さん（さわやか市民賞）

左から　阿山副委員長、木村委員長、西村市長


